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質
問　

控
除
の
廃
止
で
雪
だ
る
ま
式
に
増

え
る
税
や
負
担
増
に
、「
な
ぜ
年
金
は
あ

が
っ
て
い
な
い
の
に
税
金
が
増
え
る
の

か
」
と
疑
問
や
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
が
、
控
除
廃
止
に
よ
る
住
民
負
担
の
影

響
は
。
ま
た
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
各
種

減
免
制
度
の
周
知
や
申
請
状
況
は
。

答
弁　

税
負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
、
低

所
得
者
へ
の
適
切
な
配
慮
を
行
い
つ
つ
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
も
経
済
力
に
応
じ
た

負
担
を
求
め
る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
平

成
18
年
度
分
か
ら
個
人
市
民
税
の
地
方
税

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
公
的
年
金
等
控
除

額
の
引
き
下
げ
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
等

に
よ
り
市
で
は
税
額
で
約
８
３
０
０
万
円

の
増
額
と
な
る
。

　

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、﹁
市
広
報
﹂
や

﹁
の
し
ろ
の
国
保
﹂
等
で
周
知
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
現
在
の
減
免
状
況
は
、
市

県
民
税
６
件
、
固
定
資
産
税
49
件
、
国
民

健
康
保
険
税
68
件
、
介
護
保
険
料
８
件
、

合
計
で
１
３
１
件
、
５
８
６
万
８
４
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

学
校
給
食
は
、
食
育
の
観
点
か
ら

子
供
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
自
校
方
式
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。
今
、
学
校
統
合
の

中
で
給
食
セ
ン
タ
ー
の
縮
小
も
言
わ
れ
て

い
る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

ま
た
、
父
母
負
担
軽
減
の
た
め
給
食
費

無
料
化
の
考
え
は
。

答
弁　

市
で
は
、
小
中
学
校
24
校
に
５
つ

の
共
同
調
理
場
か
ら
給
食
を
供
給
し
て
い

る
。
県
内
の
多
く
の
自
治
体
で
も
、
財
政

的
、
効
率
的
見
地
か
ら
共
同
調
理
場
や
セ

ン
タ
ー
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
将
来
推
定
数
等

を
勘
案
す
る
と
、
今
後
と
も
共
同
調
理
場

方
式
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
二
ツ
井
統
合

小
学
校
建
設
や
第
四
小
学
校
改
築
で
は
、

給
食
施
設
も
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

今
後
の
配
食
数
の
推
移
な
ど
を
見
き
わ

め
、
市
全
体
の
給
食
体
制
の
再
編
を
含
め

検
討
し
て
い
る
。

　

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
地
方

財
政
の
厳
し
さ
が
増
す
中
で
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

厳
し
い
財
政
難
の
中
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、
新
た
な
財
源
確
保

策
と
し
て
自
治
体
が
保
有
す
る
資
産
を
広

告
媒
体
と
し
て
活
用
し
、
広
告
収
入
を
増

や
す
べ
き
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー

広
告
、
広
報
、
封
筒
、
公
用
車
な
ど
、
税

外
収
入
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

広
告
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
中
で
、
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財

政
運
営
の
た
め
に
新
た
な
収
入
源
の
確
保

に
努
め
る
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
ま

だ
検
討
段
階
で
あ
る
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
バ
ナ
ー
広
告
の
ほ
か
、
市
広
報
や

封
筒
な
ど
へ
の
広
告
掲
載
に
つ
い
て
も
、

事
務
処
理
に
か
か
る
経
費
や
民
間
事
業
者

へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
な
が
ら
で
き
る
だ

け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の

他
の
財
源
確
保
策
と
し
て
、
未
利
用
地
の

売
却
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。
そ
れ

以
外
に
も
、
行
財
政
改
革
大
綱
の
中
で
取

り
組
め
る
も
の
が
な
い
か
、
先
進
事
例
等

も
参
考
に
検
討
し
た
い
。

質
問　

医
師
不
足
に
よ
る
救
急
車
で
の
秋

田
市
へ
の
転
院
搬
送
が
増
え
て
い
る
。
１

日
３
、４
件
の
日
も
あ
る
。
救
急
車
は
予
備

車
１
台
を
含
む
４
台
が
一
度
に
出
動
す
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
間
、
地
元
の
救
急
医

療
等
に
対
応
で
き
な
い
。
市
民
の
安
全
安

心
を
守
る
た
め
に
医
師
不
足
解
消
を
。

答
弁　

能
代
市
の
医
師
数
は
﹁
国
民
衛
生

の
動
向
﹂
に
よ
る
と
平
成
16
年
末
で
人
口

10
万
人
当
た
り
２
１
６
・
１
人
で
、
秋
田
県

や
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

特
定
の
診
療
科
で
は
不
足
し
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
秋
田
県
市
長

会
を
通
し
て
、
国
県
に
対
し
て
医
療
体
制

の
整
備
や
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
強
く
要

望
し
て
い
る
。

　

医
師
確
保
対
策
は
市
単
独
で
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
が
、
県
で
は
医
師
確
保
総
合

対
策
事
業
を
新
た
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

り
、
市
と
し
て
も
、
市
民
の
生
命
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
医
師
会
等
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
さ
ら
に
国
県
に
対
し
て
地
域

医
療
の
充
実
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
、
低
所
得
者
の

税
負
担
軽
減

 

菊
地
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
能
代
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・
学
童
保
育
の
充
実
に
つ
い
て

菊地　時子
（日本共産党）

学
校
給
食

財
源
確
保
の
た
め

の
税
外
収
入

 

渡
辺
議
員
の
そ
の
他
の
質
問
事
項

・
防
災
・
災
害
復
興
時
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
に
つ
い
て
︵
女
性
消
防
団
の
拡

大
、
女
性
職
員
の
訓
練
︶

渡辺　優子
（ 公 明 党 ）

医
師
不
足
に
よ
る
市
民

の
不
安
を
解
消
す
べ
き


